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2017 年 4 月 1 日から 5 年間、みえ県民交流センターの指定管理を NPO 法
人みえ NPO ネットワークセンターが務めてきました。今回は指定管理のメ
インの活動である「みえ市民活動ボランティアセンター」で実施した事業を
振り返ります。
※2021 年度のみ 2022 年 1 月 31 日までの情報です。

施設の管理運営

指定管理者はアスト津 3 階のみえ県民交流センターの施設管理・運営
を行っています。
「みえ市民活動ボランティアセンター」はみえ県民交流センター内にあ
り、三重県内の NPO・市民活動団体への施設や備品の貸出、講座等の
企画・実施を行っています。他にもチラシやポスターの掲示、図書資料
コーナーの設置、相談対応等を行っています。また、施設改善のために
利用者アンケートや外部委員会の開催も行っています。
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‖グレードアップセミナー‖

県内の中間支援組織を対象とした地域の NPO 支援のため
に必要なスキルを学ぶ講座や、NPO 活動活性化のための
講座を実施しました。

| 団体の強みを生かして活動を加速させる！
| 岡山県から学ぶ　1 から始める調査の方法
　～地域に必要とされる支援～
| 協働
　～コレクティブインパクトを学ぶ～
| 今この時に、中間支援組織は社会をどう変えるのか
| 災害時中間支援組織 12 の役割

事業 5 年間で 105 講座を実施し、のべ 2,732 人の参加がありました。
実施事業の一部を紹介します。

‖NPO 相談‖

ボランティアの紹介や NPO に関する相談対応のほか、
NPO 入門・法人設立、会計・労務、報告書類作成等をテー
マにした講座を開催しました。

| はじめてみよう NPO
| ザクッ！と学ぶ NPO 法人の会計・税務・労務
|1 から学ぶ NPO 法人の設立方法
| 再確認！ NPO 法人の提出書類

‖三重ユース事業‖

若者を対象に NPO や市民活動への関心興味を育み、参加
を促すための機会を設ける事業を行いました。

| ジビエと若者と未来の関係
| 賢者たちと憂鬱～ NPO の役割と社会環境の変遷～
| 津 × 亀山 U39 交流会
|SNS 安全講座「SNS の落とし穴に注意！」
| ボランティアアンケート

‖NGO から学ぶ世界情勢‖

NGO の活動から、今世界で何が起こり、それに対しどの
ような行動を起こしているのかを学ぶ講座を開催しました。

| フェアトレードマルシェから学ぶ地域と世界と私の
　おいしい関係
| 事例から平和を考える
　「ウガンダ元子ども兵社会復帰支援の現場から」
| 変わるグローバルビジネスと人権
　～日本企業の取り組みは今～

| エチオピアとガーナとわたし

‖多文化共生・理解イベント‖

多文化共生社会の実現に向けて、文化や習慣の違いを知
る機会となるイベントや講座を開催しました。

| 妄想世界旅行
　（南米編、アジア・オセアニア編、北米クリスマス編、島しょ国編）
|【多文化 × 災害 × 地域】

　分野を超えてオンラインでつながる研修交流会
　 ～常総水害での外国人支援活動をヒントに～

‖市民活動・NPO 月間‖

三重県では毎年 12 月を「市民活動・NPO 月間」として、
県内の中間支援組織や NPO 法人等と連携し、市民活動・
NPO の普及・啓発に取り組んでいます。

‖協創シンポジウム‖

行政、企業、大学、NPO 等の協働に関するシンポジウム
を行い、協働・協創の意義や価値を学び、協働取組の促
進を行いました。
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‖全国の先進事例の調査・研究‖

政府の NPO 施策や、専門性の高い全国レベルの中間支援
団体の取組み等の情報収集や連携事業を行いました。

|SAVEJAPAN プロジェクトの実施
| 市民の伊勢志摩サミット 2 周年イベント
| 非営利組織のための
　「第三者組織評価」制度説明会・助成金セミナー
| 東海三県・20 代～ 40 代の NPO/NGO スタッフ
　働き方アンケート
| 岡山 NPO センター協働環境調査

‖県内中間支援団体の基盤強化‖

県内の中間支援組織の人材育成や資金調達等、活動基盤
強化につながる支援を行いました。

|NPO のための
　第三者組織評価制度説明会＆広報セミナー
| 三重県 NPO 中間支援組織スタッフのための
　研修サポート制度
| 合同視察会
| オンラインでつながろう
　Zoom 勉強会・参加 NPO 交流会
|NPO による新たな日常に即した活動を検討するワークショップ事業 
　「地域ワークショップ」

‖県内中間支援団体の情報交換・連携交流‖

各地域の NPO・市民活動団体の活動状況やニーズを把握
し、支援プログラムを共有するため県内の中間支援団体
間の情報交換、交流の機会をつくる事業を行いました。

| 市民活動センター・中間支援団体スタッフ研修交流会
|NPO のための 1 コイン会計相談会
| みえイーパーツリユース PC 寄贈プログラムへの参画

‖書籍の紹介‖

図書・資料コーナーで書籍の紹介を行いました。
新刊図書や人気図書は利用者の目に止まりやすい場所へ
配架する等の工夫をして 5 年間で合計 851 冊貸し出しま
した。

‖市民活動ボランティアニュースの発行‖

3 か 月 に 1 回、市 民 活 動・ボ ラ ン テ ィ ア ニ ュ ー ス
READER を 1 万部発行しました。
2022 年度からは従来の紙媒体に代わり、新たに WEB マ
ガジンを発行する予定です。WEB マガジンの URL 等最
新情報はみえ市民活動ボランティアセンター HP で随時
報告いたします。

‖市民活動団体データの更新‖

県内の市民活動センター・社会福祉協議会・行政の協力
を得て、県内の市民活動団体が検索できるデータベース
「M ナビ」の運営と更新を行っています。
現在の更新登録団体数は 3200 団体です。

‖国内外の課題に対する情報収集‖

国内外で起こった災害を中心に寄付情報の提供や募金活
動を行いました。
5 年間で 7 件 62,016 円を寄付しました。
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‖県外中間支援団体との連携‖

近隣県の中間支援組織と連携し、課題の共有を図り、様々
な事業を行いました。

| 東海市民社会ネットワーク研究会
　～政策協働について考える～
|NPO/NGO　バックオフィス基礎講座 in みえ
| 中部圏地域創造ファンド「東海ろうきん NPO 育成助成」
| 新型コロナウイルス感染症拡大防止対策による
　影響実態把握のための緊急アンケート調査
|With コロナ時代の社会参加と雇用継続

‖その他の取り組み‖

| 東海ろうきん「子どもの未来応援寄付金」
東海労働金庫からお預かりした寄付金が、三重県内で
子ども関連の活動をしている団体へ寄付されます。

‖みえ災害ボランティア支援センターの運営に関する業務‖

|2020 年度、2021 年度に「災害時に支え合う仕組みを作
　る事業」として県内8ケ所で意見交換会、県域ワークショッ
　プを行いました。
|みえ災害ボランティア支援センター幹事会に出席しました。

5 年間、多くの方々のご協力を得て様々な取り組みを実施することができました。

2022 年 4 月からもよろしくお願いいたします。

‖コーヒー寄付金‖

みえ市民活動ボランティアセンターでコーヒー・ペットボト
ル飲料等を購入すると、売上の一部が三重県内の市民活動団
体に寄付されます。

＼ 5 年間で 13 団体 64 万円寄贈しました ／

＼ 5 年間で 20 団体 170 万円寄贈しました ／
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みえ外国人相談サポートセンター「MieCo」では、
外国人住民のための相談を無料で受けています。

日常生活や仕事、病院の受診、コロナウイルスについての心配事など、
一人で悩まず、ご相談いただき、ひとつでも多くの悩みを一緒に考えていきましょう。

NPO法 人岡山NPOセンター 代 表 理 事の石 原 達 也さん
をゲストに迎え、「災 害 時 中 間 支 援 組 織 12の役 割」を
開 催しました。セミナーの前 半の石 原さんの講 義では

「災 害 時 中 間 支 援 組 織 12の役 割」や「連 携のための7
つのポイント」について、平成30年7月に岡山県で起き
た豪 雨 災 害の事 例を具 体 的に交えながら、災 害が起き
た時の中間 支 援 団 体の役 割と平 時からNPOや行 政な
ど多 様な団 体がどのように関 係 性を築き協 働を進めて
いくのかを学びました。
後 半は石 原さんの話を踏まえ、山本 康 史さん（NPO法
人 みえ 防 災 市 民 会 議 議 長）、浦 田 宗 昭（NPO 法 人 み
えNPOネットワークセンター 副 代 表 理 事）の3 名で三

重県でできていること・できていないことを整理しなが
ら、災 害 時に想 定される課 題について意 見 交 換、参 加
者との質疑応答を行いました。

イギリスでさまざまな政 策 提 言を成 功に導いている「コ
ミュニティ・オーガナイジング」の 手 法を、マシュー・
ボ ルトン 著「社 会 はこうやって 変 える！コミュニティ・
オーガナイジング入 門」を翻 訳 者の一 人である松 井 眞
理 子 が、イギリスでの生 活 賃 金に関する法 制 度を変え
る取り組み 事 例、市 民 活 動のリーダーのあり方など本
書のポイントを解 説し、参 加 者と「政 策 提 言をどのよう
に実践していくか」などの意見交換をしました。

グレードアップセミナー 2021

災害時中間支援組織12の役割
報 告

（ 火 ）

1
25

グレードアップセミナー 2021

市民活動がパワーを持つ方法
～コミュニティ・オーガナイジング入門～

報 告

（ 火 ）

2
15

日　時 2022年1月25日（火）13：30 ～ 16：30
会　場 オンラインにて開催
講　師 石原 達也さん

  ・災害時の中間支援組織の役割会議プロジェクトチーム
  ・NPO法人 岡山NPOセンター 代表理事

参加者 21名

〈開催概要〉

日　時 2022年２月15日（火）14：00～16：00
会　場 みえ県民交流センター
講　師 松井 眞理子

  ・NPO法人みえNPOネットワークセンター代表理事

参加者 9名

〈開催概要〉

社会はこうやって変える！
コミュニティ・オーガナイジング入門

◀市 民 活 動 の 実 践 論、組 織 論 にご 興
味がある方に本書のご一読をおすす
めします。

マシュー・ボルトン著

みえ外国人相談サポートセンター「MieCo」では、
外国人住民のための相談を無料で受けています。

日常生活や仕事、病院の受診、コロナウイルスについての心配事など、
一人で悩まず、ご相談いただき、ひとつでも多くの悩みを一緒に考えていきましょう。
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